
二
〇
二
一
年
九
月
七
日
午

後
、
飯
舘
村
佐
須
の
菅
野
宗

夫
農
園
を
訪

問
。
田
圃
は

ず
っ
し

り
と
し

た
重
い

稲
穂
が

見
渡
す

限
り
広
が
り
を
み
せ
て

い
た
（
写
真
１
）
。
美
田

に
感
嘆
。
ち
ょ
う
ど
宗
夫
さ

ん
は
薬
剤
散
布
の
最
中
（
写
真

２
）
、
訪
問
を
お
願
い
し
て
お

り
直
ぐ
に
畦
道
に
出
て
き
て
く

だ
さ
っ
た
（
写
真

３
）
。
散
布
し
て

い
た
の
は
稲
の
倒

伏
防
止
剤
と
の
こ

と
。
こ
の
時
期
稲

穂
は

重
く

な
る

の
で

茎
の
負
担
は
増
す
一
方
、
倒

伏
の
危
険
を
防
止
す

る
必
要
が
あ
る
。

も
っ
と
も
防
止
剤
は

あ
ま
り
効

果
を
期
待

で
き
な
い

の
だ
が
。

佐
須
米

フ
ァ
ン
の

一
人
と
し

て
米
作
り
の
見
え
な

い
苦
労
の
一
端
を
改

め
て
知
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。 

　
二
千
二

十
年
か
ら

ヒ
ト
メ
ボ

レ
に
移
行

し
た
。
前

の
コ
シ
ヒ

カ
リ
も
一

部
残
し
て

対
照
試
験
を
実
施
し

て
い
る
、
田
圃
の
真

ん
中
で
そ
ん
な
話
を
伺
っ
て

い
る
最
中
に
突
然
東
大
大
学

院
・
溝
口
勝
教
授
の
大
声

「
宗
夫
さ
〜
ん
」
。
ミ
ゾ
カ

メ
こ
と
リ
モー

ト
研
究
シ
ス

テ
ム
が
双
方
向
に
進
化
し
て

い
た
（
写
真
４
）
。 

　
見
学
を
希
望
し
た
事
業
用
ハ

ウ
ス
へ
（
写
真
５
）
。
何
度
か

若
い
皆
さ
ん
と
の
セ
ミ
ナー

も

実
施
さ

れ
た
現

場
だ
。
極
上
の
胡
瓜
が
た
わ

わ
に
実
る
（
写
真
６
）
。
所
望

し
た
一
本
。
爽
や
か
な
風
が

我
が
身
の
中
に
心
地
よ
く
広

が
る
。 

　
こ
こ
で
宗
夫
さ

ん
の
営
農
観
を
伺

う
。
「
営
農
は
ひ

と
り
で
成
し
得
る

も
の
で
は
な
い
」

「
営
農
の
仲
間
が

い
て
こ
そ
」
の
世

界
な
の
だ
。
共
に

生
き
る
世
界
。 

「
千
恵
子
あ
っ
て

の
今
」
と
い
う
宗

夫
さ
ん
の
今
日
の

言
葉
が
ミ
ラ
ク
ル

の
青
空
に
飛
翔
し

た
（
写
真
７
）
。 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

共
に
生
き
る
営
農
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